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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
「
在
沖
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
に
係
る
協
定
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
要
員
約
八
千
人
及
び
そ
の
家
族
約
九
千
人
の
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
の
移
転

を
確
実
な
も
の
と
し
、
沖
縄
県
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
は
、
当
該
移
転
の
た
め
の
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い

う
。
）
の
実
施
に
必
要
と
な
る
我
が
国
政
府
か
ら
米
国
政
府
に
対
す
る
資
金
の
提
供
を
含
む
日
米
双
方
が
と
る
措
置
を
法
的

に
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
資
金
に
つ
い
て
の
米
国
政
府
に
よ
る
適
正
な
使
用
・
管
理
等
を
確
保
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
要
員
及
び
そ
の
家
族
の
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
の
移
転
の
実
施
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
本
協
定
」
と
い
う
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
文
書
「
再
編
の
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
以
下
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い
う

。
）
は
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
会
合
に
お
い
て
、
兵
力
態
勢
の
再
編
の
最
終
的
な
取
り

ま
と
め
と
し
て
、
日
米
両
政
府
の
関
係
閣
僚
が
承
認
し
た
日
米
両
政
府
の
意
図
を
表
明
す
る
文
書
で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
を

有
す
る
文
書
で
は
な
い
。

一



三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
本
協
定
は
、
日
本
国
憲
法
第
九
十
八
条
第
二
項
に
い
う
条
約
に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
一
方

、
お
尋
ね
の
「
何
ら
か
の
法
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
協
定
は
、
本
件
事
業

の
実
施
の
在
り
方
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
、
公
有
水
面
埋

立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
等
の
我
が
国
の
国
内
法
の
個
々
具
体
的
な
規
定
に
直
接
触
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
条
約
」
及
び
「
行
政
協
定
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
際
法
上
、
一
般
に

、
条
約
と
は
、
国
等
の
国
際
法
上
の
主
体
の
間
に
お
い
て
文
書
の
形
式
に
よ
り
締
結
さ
れ
、
国
際
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る

国
際
的
な
合
意
（
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）
を
い
う
と
承
知
し
て
い
る
。
本
協
定
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る

国
際
的
な
合
意
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
二
十
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
大
平
外
務
大
臣
（
当
時
）
か
ら
明

ら
か
に
し
た
政
府
の
見
解
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
国
会
の
承
認
を
経
る
べ
き
条
約
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

二



米
国
政
府
は
、
本
協
定
を
米
国
議
会
の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
て
締
結
す
る
考
え
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
、
外
交
上
の
個
別
の
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
米
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
差
し
控

え
た
い
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
具
体
的
な
進
展
」
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
た
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
の
完
成
に
向
け
た
特
定

の
措
置
等
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

三


